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資料１－１ 教養教育科目（満足度）授業評価アンケート集計(評価平均値） 
 

年度 学期 実施年月 回答者数 満足度 
18 年度 前学期 18 年７月 19,703 3.28 
 後学期 19 年１月 15,360  3.35 
19 年度 前学期 19 年７月 18,240  3.27 
 後学期 20 年１月 13,909 3.34 
20 年度 前学期 20 年７月 18,397  3.31 
 後学期 21 年１月 13,977  3.37 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：平成 20 年度 授業評価に基づく自己点検票） 

資料１－２ 自己点検票（授業改善計画書）の事例（教養教育科目） 

（出典：授業改善に向けて平成 19 年度、 
    YNU ニュースレター2009 年 10 月特別号） 

４段階評価 
最高値 4.0 
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資料１－３ 基礎演習科目（学問領域興味・関心度）授業評価アンケート集計（評価平均値） 
 

年度 学期 実施年月 回答者数 学問領域興味・ 
関心度 

18 年度 前学期 18 年７月   504  3.03 
 後学期 19 年１月   674  3.53 
19 年度 前学期 19 年７月 1,055   3.00 
 後学期 20 年１月 1,063 3.55 
20 年度 前学期 20 年７月 1,133  3.08 
 後学期 21 年１月 1,100   3.53 

 
 
 
 
 
 
 
 

資料１－４ 総合科目（教育の工夫）授業評価アンケート集計（評価平均値） 
 

年度 学期 実施年月 回答者数 教員の工夫 
18 年度 前学期 18 年７月   980  3.21 
 後学期 19 年１月 1,080  3.30 
19 年度 前学期 19 年７月 1,612   3.27 
 後学期 20 年１月 1,806 3.35 
20 年度 前学期 20 年７月 1,532  3.26 
 後学期 21 年１月 1,750   3.29 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：授業改善に向けて平成 19 年度 
    YNU ニュースレター2009 年 10 月特別号） 

（出典：授業改善に向けて平成 19 年度 
    YNU ニュースレター2009 年 10 月特別号） 

４段階評価 
最高値 4.0 

４段階評価 
最高値 4.0 
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資料１－６ 専門教育科目（教員の工夫）授業評価アンケート集計（評価平均値） 
 

年度 学期 実施年月 回答者数 教員の工夫 
18 年度 前学期 18 年７月 26,592  3.16 
 後学期 19 年１月 21,845  3.18 
19 年度 前学期 19 年７月 22,676   3.17 
 後学期 20 年１月 19,968 3.22 
20 年度 前学期 20 年７月 23,949  3.22 
 後学期 21 年１月 19,355   3.22 

＊除く経営学部夜間主科目、工学部第二部科目 
 
 

資料１－５ 自己点検票（授業改善計画書）の事例（総合科目） 

（出典：平成 20 年度 授業評価に基づく自己点検票） 

（出典：授業改善に向けて平成 19 年度、事務局データ） 

４段階評価 
最高値 4.0 
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資料１－７ 専門教育科目（満足度）授業評価アンケート集計（評価平均値） 
 

年度 学期 実施年月 回答者数 教員の工夫 
18 年度 前学期 18 年７月 26,592  3.15 
 後学期 19 年１月 21,845  3.17 
19 年度 前学期 19 年７月 22,676   3.17 
 後学期 20 年１月 19,968 3.21 
20 年度 前学期 20 年７月 23,949  3.22 
 後学期 21 年１月 19,355   3.24 

＊除く経営学部夜間主科目、工学部第二部科目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：授業改善に向けて平成 19 年度、事務局データ） 

資料１－８ 自己点検票（授業改善計画書）の事例（専門教育科目） 

（出典：平成 20 年度 授業評価に基づく自己点検票） 

４段階評価 
最高値 4.0 
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資料２－１ H21 教養教育科目提供数

（出典：事務局データ） 
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（出典：大学教育総合センター 資料） 

資料２－２ 英語教育時間割管理システム 
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資料２－３ FD ニュースレター

（出典：FD ニュースレター 2009 年６月 第８号 １P） 

資料２－４ TA 研修会

（出典：事務局資料）
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資料３－１ 平成 22 年度 学年暦 

（出典：平成 22 年度 工学府学生便覧 P８及び工学部履修案内 P２） 
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資料４－１ シラバス例 

（出典：平成 22 年度 経営学部シラバス） 
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資料４－２ Web シラバス・履修（成績）登録システム 

（出典：全学 Web シラバス HP、事務局資料）
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資料５－１ 教育人間科学部履修モデル、工学部履修系統図 

（出典：教育人間科学部 HP、工学部生産工学科 HP） 
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 工学部 GPA
成績平均値 

工学部 
早期卒業者数

平成 20 年度前学期 3.00
平成 20 年度後学期 3.01

― 

平成 21 年度前学期 3.02
平成 21 年度後学期 3.07

１人

資料６－１ GPA 制度、成績評価基準の標準化と早期卒業制度 

（出典：平成 21 年度工学部履修案内 P３,A３） 

（出典：事務局データ） 
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平成 21 年度（４月） 募集人員 志願者 受験者 合格者 入学者 
教育人間科学部 
（３年次編入） ８名 11 名 11 名 ４名 ４名

経済学部 
（３年次編入） 15 名 98 人 78 人 21 人 16 人

工学部（３年次また

は２年次） 
高専編入 

若干名 64 人 53 人 21 人 16 人

工学部（３年次また

は２年次） 
一般・学士編入 

若干名 23 人 21 人 ２人 ２人

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 転学部（研究科） 転学科（専攻） 
平成 20 年度 ０人 ９人 
平成 21 年度 ２人 ２人 

平成 20 年度（10 月） 募集人員 志願者 受験者 合格者 入学者 
教育人間科学部 
（３年次編入） ８名 14 名 14 名 ４名 ４名

平成 20 年度（４月） 募集人員 志願者 受験者 合格者 入学者 
経済学部 
（３年次編入） 15 名 153 人 133 人 18 人 12 人

工学部（３年次また

は２年次） 
高専編入 

若干名 59 人 43 人 12 人 10 人

工学部（３年次また

は２年次） 
一般・学士編入 

若干名 15 人 11 人 ２人 ２人

資料７－１ H20-21 転学部・転学科等の実績 

（出典：事務局データ）

資料７－２ H20-21 学士入学等の実績 

（出典：事務局データ）
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資料８－１ キャリアデザインファイルコンテスト 2009 

（出典：本学 HP）

（出典：事務局資料）

資料８－２ 横浜・協働方式による実践的キャリア教育シンポジウム 
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（出典：横浜国立大学生のための就職情報誌 YOKOHAMA NATIONAL  P２,３）

資料８－３ キャリア教育事業概要 

資料８－４ 2010 就職活動の手引きの目次 

（出典：2010 就職活動の手引き 目次）
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資料８－５ 部局独自の取組例 

（出典：ビジネス教育サポートシステム（Y-Career）の HP） 

（出典：NPO 法人 YBC の HP）
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就職相談事業名称 参加者数

就職ガイダンス（就職活動の進め方と心構え・職務適性テスト） 計２回 560 人

就職教養講座／自己分析講座 計３回 670 人

公務員ガイダンス 130 人

就職ガイダンス 計２回 550 人

神奈川新聞社共催合同企業説明会 330 人

特別ガイダンス 470 人

業界別セミナー 計 28 回 3,450 人

上記外のセミナー・説明会  2,441 人

合  計 8,601 人

 
 
 
 
 
 科目数 履修者総数 単位取得者総数 

平成 20 年度 36 7,151 5,891
平成 21 年度 43 7,248 6,204

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料８－６ H21 就職相談事業と参加者数 

（出典：事務局データ）

資料８－７ H20-21 キャリア教育科目数、履修者数 

（出典：事務局データ）
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プログラム名 
(GP 等名) 

到達目標 
20 
年度 

履修者

20 
年度 

修了者 

21 
年度 

履修者

21 
年度 

修了者

YNU 地域交流科目人

材育成教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
（特別教育研究経費） 

・地域の担い手としての素養を身につけたか 
・地域課題への取組として実践を行い、その成果に

ついて振り返りを行ったか 

87 
（地域

課題実

習） 

10 

136 
（地域

課題実

習） 

14

統合的海洋学教育プロ

グラム 
（特別教育研究経費） 

多様な分野の多様な専門能力と、海洋の統合管理に

必要な視野の広さを兼ね備える人材育成を図る。 23 13 19 15

経済・工学金融教育プ

ログラム 
（組織的な大学院教育

改革支援 GP） 

金融業界で必要とされるファイナンス理論。モデリ

ング・コンピューティングの知識を身につけ、利用

できるようにする。 
２ ― ８ ２

医療福祉情報教育ユニ

ット 
（組織的な大学院教育

改革支援 GP） 

医療・福祉分野と情報科学の融合分野のおける基本

的な知識・素養を持つと同時に、その中の１つのト

ピックスについてはフィジビリティスタディかソ

フトウェア作成実習の経験を有し、社会で直接この

分野で活躍できる能力を持つ。 

24 ６ 38 ９

高度ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ技術者

育成ユニット 
（科学技術振興調整

費） 

災害リスクマネジメントの手法を的確かつ総合的

に適用できる知識と高度な意思決定能力を持つ人

材の育成 

修了に

2 年間

必要 

修了に

2 年間

必要 

40 28

起業家人材養成教育プ

ログラム 
（特別教育研究経費） 

日ごろから新しい技術の発明やビジネスモデルの

構想に高い関心を持ち社会や産業のニーズを探求

し、これに応えようとするチャレンジ精神旺盛な人

材 

22 22 13 13

ビジネス・プラクティ

ス・プログラム 
 

・ビジネスにおける課題を、自ら考え解決する力を

持つ。 
・アンドレプレナーシップを理解する。 
・ビジネスプランを企画する力を持つ。 
・アイデアを実現する方法を考え、実現に結びつけ

る力を持つ。 
・他者に説得的に情報を発信する力を持つ。 

 ５ ４

企業成長戦略教育プロ

グラム 
（特別教育研究経費） 

企業成長戦略に関する多面的・分野横断的知識と視

野を有する実践的人材の育成  ５ ―

環境リスク学国際教育

プログラム 
（グローバル COE） 

アジアを中心として国際的な環境問題に関して環

境リスク学の観点からリスクを抽出する。さらに、

対処シナリオを構築し、リスクの大きさの比較が出

来る人材 

 10 3

  

資料９－１ 副専攻プログラム概要

（出典：事務局データ）

21 年度開講 

21 年度開講 

21 年度開講 
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資料９－２ 地域交流科目新聞記事 

（出典：東京新聞 H21.11.28） 

（出典：本学 HP）

資料９－３ 地域課題プロジェクト一覧 

この部分は著作権の関係で

掲載できません。 
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資料９－４ ベストプラクティス事例の紹介 HP 

（出典：経済産業省 平成 21 年度産学連携人材育成事業（起業家人材育成事業）

大学・大学院起業家教育推進ネットワーク HP）

資料９－５ H21「ビジネス・プラクティス」修了課題例 

（出典：経営学部 HP）

毎年開催される「ビジネス

プラン・コンテスト」の平

成 21 年度最優秀賞であ

る、左記「デリバリーシス

テム URICO」が、楽天球

団の協力によりクリネッ

クススタジアム宮城のオ

ープン戦（H21.3.23 と
3.24）で実証実験されてい

る。 
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資料９－６ マイプロジェクトランチャー新聞記事

（出典：朝日新聞 H21.1.15）

資料９－７ 副専攻プログラム新聞記事

 
（出典：読売新聞 H21.7.3） 
 

この部分は著作権の関係で

掲載できません。 

この部分は著作権の関係で

掲載できません。 
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 受入機関 履修者数 単位取得者数 
平成 20 年度 71 123 105 
平成 21 年度 73 116 89 

資料 10－１ インターンシップ実施の実績 

資料 10－２ インターンシップ特色事例

（出典：事務局データ） 

（出典：事務局資料）

１．「横浜インターンシップ制度」 

将来の地域経済社会の担い手となる市内大学の学生の職業意識を醸成し、主体的な職業選択と専門能力の向上

に資する機会を提供することともに、その就労体験を通じて職業選択の一助となりうる資格取得や専門知識習得

などの在学中における勉学意欲を向上させ、併せて、大学だけでなく産業界も含めた地域経済社会における人材

育成を目的として、市内大学と市内企業、横浜商工会議所の連携・協力のもとに推進する。 

 

２．副専攻プログラム「ビジネス・プラクティスプログラム」 

ビジネスにおける実践性を重視した「プラクティス科目群」の修得と、現実的な課題への対応能力を養うビジ

ネス・プラクティス修了課題への取り組みによって、企画力・発信力・実現力を養い、ビジネス人材としての価

値を高めることを意図したプログラムである。修了要件の１つとして選択科目「プラクティス科目群」から８単

位を修得することが課せられており、その科目群の１科目として経営学部インターンシップを組み込んでいる。

 

（出典：工学府 PED プログラムパンフレット
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資料 10－３ 教育インターン制度の概要

（出典：大学案内 2010 P15） 

資料 10－４ 教育人間科学部がやっこ教室 

（出典：本学 HP）
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資料 11－１ YNU イニシアティブ 

（出典：YNU イニシアティブ パンフレット）
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資料 12－１ H21 ホームカミングデー日程表 

（出典：本学 HP） 
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資料 12－２ 卒業生による後輩評価アンケートの集計結果 

（出典：平成 21 年度 第４回 ホームカミングディー 卒業生・修了

生アンケート集計結果 H21.11.8 アンケート実施）

資料 12－３ 理工学部に関するアンケート調査結果（卒業生就

職先に対する企業 200 社）

（出典：理工学部に関するアンケート調査結果 （卒生就職先に対する企業 200 社） 
H21 年 12 月～H22 年１月アンケート実施 ）
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  平成 16 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

 入学者数 51 人 93 人 87 人

 入学定員に対する比率 22.2％ 40.4％ 37.8％
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 13－１ 神奈川県内高校出身入学者の推移 

（出典：事務局データ） 

資料 13－２ 教育人間科学部学校教育課程教員採用状況

（出典：事務局データ） 

入学定員 
230 人 

資料 12－４ 都市イノベーション学府（卒業生全員アンケート） 

（出典：都市イノベーション学府に関するアンケート調査結果 H22.3.25 卒業式、修

了式に実施  ） 
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資料 13－３ コア・サイエンス・ティーチャー養成拠点整備事業 

（出典：H21 理数系教員（コア・サイエンス・ティーチャー）養成拠点構築

事業 企画提案書 P５） 
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 志願者 合格者 入学者 早期卒業制度の

適用者 
平成 20 年度 30 人 ５人 ４人 ２人

平成 21 年度 21 人 ４人 ２人 － 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 13－４ 横濱 21 世紀プレミアム入試概要 

（出典：2009 年度 横濱 21 世紀プレミアム入試募集要項 P10） 

資料 13－５ 横濱 21 世紀プレミアム入試実績 

（出典：事務局データ）
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（出典：文部科学時報 2009.11 P52-53）

［全日本学生フォーミュラ大会で獲得し

た賞］ 
 
平成 20 年度 

・ 総合優秀賞４位 
・ プレゼンテーション賞３位 
・ ＣＡＦ特別賞 2 位 
・ グッドフレームデザイン賞２位 
・ ベスト Web サイト賞１位 

 

［全日本学生フォーミュラ大会で獲得し

た賞］ 
 
平成 21 年度 

・ 総合優秀賞３位 
・ 静的優秀賞３位 
・ プレゼンテーション賞３位 
・ コスト賞２位 
・ 加速性能賞２位 
・ 耐久走行賞１位 
・ グッドフレームデザイン賞２位 
・ 完走奨励賞 
・ ベスト Web サイト賞１位 

（出典：横浜国立大学フォーミュラプロジェクト HP） 

資料 14－１ PBL ものづくり教育の事例 
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資料 14－２ H21 フォーミュラカー設計製作授業科目の内容（シラバス） 

（出典：工学部ＨＰ） ＊平成 22 年度は、（２）授業内容・方法を 15 回実施。
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資料 14－３ H21 大成建設株式会社特別講義 

（出典：本学 HP） 
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資料 15－１ 大学院成績評価基準の標準化 

（出典：平成 21 年度工学府学生便覧 14Ｐ） 

資料 15－２ 大学院 GPA 制度 

（出典：平成 21 年度工学府学生便覧 14Ｐ） 
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資料 16－１ 学位論文評価基準の設定例 

（出典：H21 年度 国際社会科学研究科国際関係法専攻履修案内 P81） 

（出典：H21 工学府学生便覧 P17） 
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年度 前期／後期別 
 

修了者数 内 社会人

修了者 
内 短縮修

了者 
平成 20 年度 70 人 ０人 ０人 
平成 21 年度 

博士課程前期
53 人 ０人 ０人 

平成 20 年度 ６人 ６人 ６人 
平成 21 年度 

博士課程後期
12 人 12 人 ８人 

資料 17－１ 工学府 PED プログラム概要 

（出典：PED パンフレット 2009.４） 

資料 17－２ 工学府ＰＥＤプログラム修了者数 

（出典：事務局データ）
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資料 17－３研究企画能力帝人スタジオ

（出典：本学 HP）

資料 17－４ H21 海外招聘教員による英語科目シラバス

（出典：本学 HP）
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資料 17－５ 工学府 PED プログラム IAB 議事録

（出典：2008 第２回 工学府 PED プログラム IAB 議事録） 

資料 17－６ 社会人技術者を対象 
とした工学研究院公開講座一覧

（出典：事務局データ） 
（出典：工学府資料） 

資料 17－７ ポートフォリオ例 
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資料 18－１ 主な競争的資金採択概要 

（出典：事務局データ）

 主な競争的資金採択状況 
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資料 18－２ よこはま文化創造都市スクールの概要 

大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム 

『横浜文化創造都市スクールを核とした都市デザイン／都市文化の担い手育成事業』 

この事業は、国公私立大学間の積極的な連携を推進し、各大学における教育研究資源を有効活用することにより、当該

地域の知の拠点として、教育研究水準のさらなる高度化、教育活動の質保証、個性・特色の明確化に伴う機能別分化の

促進と相互補完、大学運営基盤の強化とともに、地域と一体となった人材育成の推進を図ることを目的としています。 

【採択取組】 

取組期間 取組名称 取組代表者 取組大学 

平成 21 年度 

～ 

平成 23 年度  

横浜文化創造都市スクール

を核とした都市デザイン／都

市文化の担い手育成事業 

教育人間科学部

室井 尚 

代表校：横浜国立大学 

連携校：東京芸術大学、横浜市立大

学、神奈川大学、関東学院大学、東

海大学、京都精華大学 

【取組の概要】開港 150 周年を迎え文化芸術創造都市事業を推進する横浜市の協力支援を受け、市内中心部に複数の

大学によるサテライト教室を持つ「横浜文化創造都市スクール」を設け、「文化芸術創造都市の担い手」を育成していく。

横浜周辺の六大学と、さらに京都市と共同運営する京都国際マンガミュージアムで先進的プログラムを推進する京都精

華大学、先行実施している大学院建築都市スクール等，これまで培ってきたノウハウと人的ネットワークを結集し、専門の

プロジェクトリーダーの指導の下にワークショップ型実践教育による、都市文化創成、都市デザインの二つの部門におけ

る、街づくり、美術、映像、演劇、音楽、マンガ、出版等のイベントの企画・運営を教育課程に組み込み、大学間と社会の

壁を越えた文化のリノベーションを実践していく。また、学部・大学院共通の文理融合型カリキュラムを設け、豊富な知識

と実践経験を兼ね備えた人材を育成していく。 

（出典：本学 HP、北仲スクールパンフレット 2009） 
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 履修登録者合計 横浜国立大学 他大学 
平成22年度（前学期） 219 名 124 名 95 名

 
 
 
 
 
 
 
 

資料 18－３ よこはま文化創造都市スクールの新聞記事 

（出典：産経新聞 平成 21 年 11 月 12 日） 

資料 18－４ よこはま文化創造都市スクールの履修登録者 

（出典：事務局データ）

この部分は著作権の関係

で掲載できません。 
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資料１８－５ 問題解決能力を育てる国際的実践経済学教育  
「実践的教育プログラム」と「双方向型学習評価システム」概要 

（出典：H21「大学教育・学生支援推進事業」大学教育推進プログラム

【テーマ A】申請書 P７,９） 

資料 18－５ 問題解決能力を育てる国際的実践経済学教育  
「実践的教育プログラム」と「双方向型学習評価システム」概要 
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資料 18－６ 経営学部 e－ラーニング教育 

（出典：経営学部 HP）

資料 18－７ 経済学部 英語演習科目との融合学習サイト 

（出典：経済学部資料）
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資料 18－８ グローバル・ヨコハマ・プロジェクトの概要 

（出典：H21 教育研究高度化のための支援体制整備事業申請書 P２） 
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資料 18－９ ビジネス・ドクター育成プログラム概要 

ビジネス・ドクター育成プログラムでは、既に実績を上げている３名の教員からなる博士課

程後期の複数指導体制及び教育プロセス管理（２回の中間報告と予備審査）をベースに、有職

者の博士後期進学者に焦点を当て、有職者の博士号取得者であるビジネス・ドクターに必要な

実践的問題解決能力を育成する「プロフェッショナル・プログラム」を導入する。さらに、修

了後も習得した実践的問題解決能力を継続的にブラッシュアップする「フォローアップ・プロ

グラム」を導入する。これらのプログラムを通して、博士論文の作成プロセスとコースワーク

を融合させ、段階を踏みながらビジネス・ドクターを育成する体系的教育プログラムの質的向

上を図る。 

（出典：H21 組織的な大学員教育改革推進プログラム計画調書 P３） 
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資料 18－10 リスク共生型環境再生リーダー育成事業による留学生短期コースの概要 

（出典：広報 YNU 188 号 P３）

資料 18－11 ＲＣＥ国際連携によるＥＳＤ人材育成プログラムのモデル構築 

（出典：文部科学省ＨＰ） 
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レベル 学期 科目数 履修者数 
上級後期 F 前学期 ４ 90

後学期 ５ 114
上級 E 前学期 ６ 27

後学期 ７ 22
中級後期 D 前学期 ５ 45

後学期 ６ 24
中級前期 C 前学期 ６ 38

後学期 ５ 46
初級後期 B 前学期 ５ 27

後学期 ６ 14
初級 A 前学期 ４ 12

後学期 ４ 11
合計 63 470

資料 19－１ 日本語プログラムの概要と履修状況 

（出典：留学生センター日本語プログラム 2009 年 10 月１日～2010 年２月 18 日）

平成 21 年度全学講習日本語コース履修状況

（出典：事務局データ）



横浜国立大学 

- 47 - 

 
平成 20 年度 平成 21 年度 

事業名称 
日本人 外国人 日本人 外国人

留学生ホームカミングデー 18 26  
中国（上海・大連）在住卒業留学生同窓会 30 35  
韓国在住卒業留学生同窓会  2 20
台湾在住卒業留学生同窓会  3 25
ホームステイ体験プログラム（年２～3 回） 53 53 56 56
ウェルカムパーティ（２回） 64 131 150 202
俺たちの世界地図を描こう×４  40 80
新入学キャンパスツアー 5 12 5 21
おにぎりパーティ 10 38 20 50
七夕ウィーク 15 25  
BBQ 30 42 45 51
新入学キャンパスツアー ウィーク 10 10  
Astage Camp（交流合宿） 18 24 11 23
Sweet Potato Party 21 42  
書初めウィーク 12 15  
Farewell Party 61 50 50 70
その他（ホームステイ体験プログラム など）  61 78

参加者合計 347 503 443 676
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 19－２ 留学生センター課外活動の概要 

（出典：事務局データ）

資料 19－３ e－ラーニング日本語教材・国際理解教材の開発状況 
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資料 19－４ 国際交流ラウンジ事業の概要  

（出典：Campus News No.44 P16） 

経済学部国際交流ラウンジでの交流事業例 
 

・ 新入生歓迎会 
・ 課外活動報告会 
・ 日本語スピーチコンテスト  
・ エコフリーマーケット 
・ キャリア教育特別講演会 など 

（出典：事務局資料）

（出典：本学 HP）
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資料 19－５ 渡日前学部研究生（私費留学生）出願制度の概要 

（出典：H22 経済学部研究生募集要項） 
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資料 19－６ 国際連携による実践的教育プログラム概要 

（出典：平成 21 年度 教育研究高度化経費申請書・報告書） 
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コース名 開設年 主な概要 

平成

20 年

度修了

者 

平成

21 年

度修了

者 

開設年か

らの合計

修了者数

インフラストラクチ

ャー管理学博士課程

前期コース 

1995 年 

途上国政府インフラストラクチャー関連業務に携わる技

術系職員を対象に、企画立案から建設実施に至る全段階に

おける住民の福祉と環境保全に配慮した管理運営のあり

方を教育研究する。 

13 人 ０ 110 人 

公共政策・租税博士課

程前期コース 
1996 年 

１．公共政策と租税についての基礎的知識の修得 ２．日

本の租税行政のシステムと経験を実践的に学ぶ ３．先進

諸国との比較研究を通じて留学生が途上国それぞれの公

共政策と租税システムの改善方向を探求するなどを目的

としたもの。 

5 人 5 人 60 人 

米州開発銀行奨学生

プログラム 
2003 年 

米州開発銀行の奨学金による随時受け入れプログラムで

あり、世界銀行による公共政策・租税博士課程前期コース

と同様の内容である。 

０ ０ ５人 

インドネシア政府派

遣留学生プログラム 

1999 年

(2005 年

終了。 

2008 年

IGSⅡと

して再開) 

インドネシア政府の財務省、国家開発企画庁に所属した者

を毎年５名受入（2003 年度～2007 度年は中断）していた。

なお、2008 年度から IGSⅡとしてプログラムを再開して

いる。 

（IGS-

Ⅱは平

成 21

年度修

了生が

初） 

3 人 20 人 

インドネシアリンケ

ージマスタープログ

ラム 

2006 年 

インドネシア政府関係者に対する新たな大学院リンケー

ジ教育プログラムとして、ガジャマダ大学・インドネシア

大学から各１名本学大学院国際社会科学研究科に受入、日

本にて修士論文執筆後、修了時には、両大学から学位が授

与される。 

2 人 2 人 ４人 

法整備支援コース 

法と公共政策コース 

2001 年 

2006 年 

 

移行経済国における法整備および公共政策を支援するた

めに、当該国からの留学生を対象とするプログラムとして

実施されている。 

10 人 8 人 35 人 

移行経済博士課程前

期プログラム 
2001 年 

日本の大学において、アジアの移行経済国の経済官僚に、

自国の経済成長に寄与すべく金融及び経済政策の立案・実

施に関する研究機会を提供することを目的とする「アジア

地区日本―IMF スカラシップ・プログラム」の一環とし

て設立された。 

０ 10 人 40 人 

英語による国際基盤

工学特別プログラム 
1989 年 

主として発展途上国の留学生を大学院正規課程に受け入

れ、計画建設学を発展させた国際基盤工学の諸分野に関す

る高度な学術を取得させる、英語による教育プログラムで

ある。 

６人 ４人 93 人 

 合計 367 人 

 

資料 19－７ 英語による留学生博士課程特別プログラム 

（出典：事務局データ） 
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資料 19－８ 留学生数全国比較表

（出典：日本学生支援機構 HP） 
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（出典：事務局資料）

資料 20－２ 大岡地区再開発事業の概要 

（出典：事務局資料）

資料 20－１ 国際教育シャトルベース事業の概要
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資料 20－３ 海外リエゾンオフィスの概要 

リエゾンオフィス設置一覧 
 
平成 20 年度 

「ブラジル サンパウロ市」 
「ベトナム ホーチミン市」 
 

平成 21 年度 
  「ケニア ナイロビ市」 

（出典：本学 HP） 
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資料 20－４ 短期留学コーディネーター 

（出典：2009 短期留学について P20） 
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資料 20－５ 国際事業の概要 

（出典：大学概要 2009 ｐ25、26） 
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支援制度名 平成 20 年度 平成 21 年度

国際交流奨励事業（国際会議等出席・海外調査研究等） 22 人 17 人

国際交流基金による留学生奨学事業 10 人 14 人

再チャレンジプログラムによる授業料免除制度（全額免除） 前学期 41 人 
後学期 40 人 

前学期 41 人

後学期 42 人

再チャレンジプログラムによる授業料免除制度（半額免除） 前学期 23 人 
後学期 28 人 

前学期 24 人

後学期 25 人

TA/RA 制度 1,038 人 1,058 人

短期派遣留学生支援金給付制度（経済学部） ５人 ８人

学会発表等助成制度（国際社会科学研究科） ４人 ５人

外国人留学生論文発表支援事業（工学府） 19 人 13 人

特別研究員／特待生制度（工学府） 17 人 20 人

女子院生研究支援奨学金制度（環境情報学府） ５人 ４人

 
 
 
 
 
 
 
 

資料 21－１ S ガーデンの概要 

（出典：H20 広報誌 YNU Vol.187 号）

資料 21－２ 本学独自の経済的支援取組の概要 

（出典：事務局データ）
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レスキュー艇 ヨット部 
セノーソフトマット 体操競技部 
カスタムオーボエ 管弦楽団 
ホルン 管弦楽団 

平成 20 年度 
（代表的な高額

物品支援例） 
コンサートシロフォン 吹奏楽部 

   
スナイブ級ヨット  ヨット部 
オスカー・アドラーファゴット 管弦楽団 
ハンスホイヤー 管弦楽団 
室内用マット 体操競技部 

 
平成 21 年度 
（代表的な高額

物品支援例） 
ロッカー 空手道部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 21－３ H20-21 課外活動への経済的支援の実績 

（出典：事務局データ） 

【学生課外活動援助額】 
平成 20 年度 
 ・ 学長裁量経費   6,433 千円 
  
平成 21 年度 
・ 学長裁量経費    3,200 千円 
・ 剰余金による臨時  1,249 千円 
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資料 21－４ 保健管理センター メンタルラボ 

（出典：本学 HP） 
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資料 22－１ オンライン・リクエストサービス 

資料 22－２ 学術情報リポジトリの正式稼動（H20.10～） 

（出典：附属図書館資料） 

（出典：附属図書館資料）
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資料 22－３ シャウプ・コレクション 

（出典：Campus News No.40 2008.７月 P６） 

資料 22－４ Web シラバス図書コーナー 

（出典：本学 HP） 
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資料 23－１ かながわ産学公連携推進協議会の事業概要 

【参加機関】 
大学：青山大学、神奈川大学、神奈川工科大学、関東学院大学、東海大学、東京工芸

大学、武蔵工業大学、明治大学、横浜国立大学、横浜市立大学 
公的産学連携支援機関：神奈川県産業技術センター、（財）神奈川産業振興センター、

（財）横浜企業経営支援財団、（財）川崎市産業振興財団、 
（財）相模原市産業振興財団 

企業団体・企業等：（社）神奈川県工業協会、（社）横浜市工業会連合会、 
川崎市工業団体連合会、昭和精工（株） 

（出典：本学 HP） 

資料 23－２ 横浜国大発地域再生モデルの提言シンポジウム 

（出典：本学 HP） 
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資料 23－３ H20-21 サイエンスカフェの概要、参加者の感想例 

（出典：本学 HP） 
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資料 24－１ 実装技術者育成プログラムの概要 

（出典：横浜高度実装技術コンソーシアム HP） 

資料 24－２ 共同研究スタートアップ助成制度

（出典：本学ＨＰ） （出典：本学 HP） 
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資料 25－１ G－COE 医工連携教育システムの概要 

（出典：本学 HP） 

資料 25－２ 医工融合による特別選抜 
（左：横浜国立大学大学院工学府  右：横浜市立大学大学院医学研究科） 

（出典：本学 ＨＰ） （出典：平成 22 年度横浜市立大学大学院

医学研究科 学生募集要項 ｐ１）
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年度 プロジェクト名 配分額（千円）

H17 科研費応募増に係る若手研究者支援制度 7,500
H18 部局長裁量経費（若手研究者支援に伴う経費） 7,500
H19 部局長裁量経費（若手研究者支援に伴う経費） 17,500
H20 部局長裁量経費（若手研究者支援に伴う経費） 17,500
H21 部局長裁量経費（若手研究者支援に伴う経費） 12,500
 
 
 
 
 

資料 26－１ 助教・研究教員制度の概要 

（出典：本学 ＨＰ） 

資料 26－2 若手研究者へのスタートアップ予算 

（出典：事務局データ）
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 助教 研究教員 
（特別研究教員も含む）

平成 19 年度 ３人 51 人 
平成 20 年度 19 人 49 人 
平成 21 年度 21 人 55 人 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊上位職への配置数 3 人を除く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 教育担当特任教授 研究担当特任教授 
平成 19 年度 １人 ３人 
平成 20 年度 ４人 ６人 
平成 21 年度 ４人 ５人 

主な配置目的 人数 
G-COE による研究プロジェクト推進 ２ 
新専攻設置による大学院教育充実 ２ 
産学連携の推進 １ 
教養教育の充実 ２ 
全学教育研究施設の充実 ３ 
情報基盤の充実 ２ 

合計 １２ 

資料 26－３ 助教・研究教員の配置数（含む特任教員） 

（出典：事務局データ）

資料 26－４ 特任教授（教育担当、研究担当）の配置数 

（出典：事務局データ）

資料 26－５ 21 年度全学教員枠配置状況

（出典：事務局データ）
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資料 27－１ ＹＮＵ research initiative

（出典：ＹＮＵ research initiative パンフレット）

資料 27－２ H20 部局別著書・論文等発表数

（出典：事務局データ）
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資料 27－3 刊行物の表紙と目次 

（出典：MACMILLAN LANGUAGEHOUSE LTD, Tokyo） 
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年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 
件数 261 件 327 件 351 件 302 件

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 27－4 本学記事の新聞掲載件数 

（出典：事務局データ） 

資料 27－5 Hello Lab.（研究室紹介） 

（出典：本学 HP） 
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資料 27－6 卒業生向け広報誌 国大 NEWS 

（出典：2009.５国大ニュース vol.７表紙） 
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資料 27－７ 2008 年 ＩＳＩ論文数 

（出典：国立大学法人等の科学技術関係活動に関する調査結果（平

成 20 事業年度）Ｐ46,47 内閣府作成）
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資料 28－１ H23 全学的改組の概要 

（出典：事務局資料） 
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資料 29－１ 全学教育研究施設一覧 

（出典：大学概要 2009 Ｐ21,22） 
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資料 29－２ 全学教育研究施設の設置等に関する取扱要項 

（出典：事務局資料） 

資料 29－３ 地域実践教育研究センター 中間評価結果報告書 

（出典：地域実践教育研究センター 中間評価結果報告書 P２） 
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資料 29－４ みなとみらい産官学ラウンドテーブルの概要 

（出典：本学 HP） 

資料 29－５ みなとみらい産官学ラウンドテーブルの新聞記事 

（出典：神奈川新聞 H21.１.31） 

この部分は著作権の関係で

掲載できません。 
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資料 29－６ 継承と創造により次世代技術者を育成するモデル事業 

（出典：本学 HP） 
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資料３０－１ 自己点検・評価報告書（平成 20 年 10 月）による自ら

改善を要する点とした事項

（出典：第 16 回評価委員会資料 H21 年３月） 

資料 30－１ 自己点検・評価報告書（平成 20 年 10 月）による自ら改

善を要する点とした事項
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資料 31－１ H20-21 男女共同参画事業の概要 

【H20 年度】 
○ 男女共同参画の基本方針の策定 
○ 男女共同参画推進委員会の設置 
○ 横浜国大発・男女共同参画アウトリーチプロジェクト 

―女性研究者キャリアパス教育の取組み― 
→学長裁量経費：1,800 千円 

○ 部局長裁量経費にインセンティブ経費（男女共同参画取組状況等）の新設 
 
【H21 年度】 
○ 女性研究支援システムの構築 

→学長裁量経費：2,200 千円 
○ 部局長裁量経費にインセンティブ経費（男女共同参画取組状況等）の継続実施 
○ 女性の積極的応募を歓迎する教員公募の実施 
○ アクションプランの作成 
○ 男女共同参画を考慮した会議等のあり方 

→会議の開催は 17 時までとし、開催時間は 1 時間半を徹底する。 
○ 大学入試センター試験に係る「一時預かり保育」の試行実施  
○ 学内に幼児・児童用プレイスペースとしての「キッズ・コーナー」の設置 
○ オムツ替え設備がある多目的トイレを新たに２箇所設置 

（出典：事務局資料）

（出典：本学 HP）

横浜国大発・男女共同参画アウトリーチプロジェクト 
女性研究者キャリアパス教育の主な取組み 
○ 公開講演会の開催 
○ 内閣府男女共同参画会議議員（勝間和代氏）による「福祉厚生でなく競争力回復に

向けたワークライフバランス」の講演 
○ 内閣府男女共同参画局長特別講演等を含むシンポジウムの開催 
○ 環境情報学府・女性院生研究支援奨学金による支援事業 
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 学長裁量経費（千円） 教育研究高度化経費（千円） 合計（千円） 
H16 190,046 241,135 431,181
H17 189,693 246,009 435,702
H18 188,725 271,013 459,738
H19 203,286 271,205 474,491
H20 225,389 266,439 491,828
H21 195,413 253,703 449,116

資料 32－１ H16-21 教育研究高度化経費・学長裁量経費の予算推移 

（出典：事務局データ）

資料 32－２ H21 インセンティブ項目の概要 

（出典：事務局資料）
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（出典：事務局資料） 

資料 32－３ H21 教育研究高度化経費の採択状況 
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年度 マスタープランに基づく大型機器整備状況 
H20,21年度 アドバンスド セキュア ネットワーク システム 

H21 年度 新エネルギー技術・新材料開発用構造分析システム（電子顕微鏡） 
H21 年度 NMR 分光器 
H21 年度 高エネルギー分解能 X 線光電子分光装置 
H21 年度 極微小領域 X 線マイクロアナライザー 
H21 年度 振動スペクトル測定装置 
H21 年度 ハイスループット液体クロマトグラフ質量分析装置 
H21 年度 高精度多元素同時分析システム 
H21 年度 粉末Ｘ線回折システム 
H21 年度 四重極 LC／MS システム 
H21 年度 分析走査電子顕微鏡システム 
H21 年度 紫外可視近赤外分析システム 
H21 年度 環境試料微量元素分析システム 
H21 年度 CALL システム 
H21 年度 ガスクロマトグラフ質量分析装置 
H21 年度 バリアブルイメージアナライザー 
H21 年度 DNA シーケンサー 
H21 年度 熱脱着装置付ガスクロマトグラフ質量選択検出器 
H21 年度 液体シンチレーションカウンター装置 
H21 年度 イメージングアナライザ装置 

 
 
 
 
 
 
 
 

資料 32－４ 設備機器の整備に関するマスタープラン 

（出典：設備機器の整備に関するマスタープラン） 
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資料 32－５ テクノワールド 2009 

（出典：本学ＨＰ） 
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資料 33－１ 情報化グランドデザイン  

（出典：情報化グランドデザインパンフレット 2009.3） 
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